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市は｢コスト削減目的｣に廃止を表明

小中学生の山の学習で毎年利用だが

知
立
市
は
野
外
セ
ン
タ
ー
の
今
後
の
あ

り
方
を
検
討
す
る
た
め
、
庁
内
に
２
０

１
６
年
７
月
、
「
知
立
市
野
外
セ
ン
タ
ー

運
営
検
討
委
員
会
」
を
設
置
、
生
涯
学

習
ス
ポ
ー
ツ
課
長
を
委
員
長
に
、
校
長

会
、
企
画
政
策
課
、
財
務
課
、
学
校
教

育
課
で
構
成
し
、
７
回
の
委
員
会
を
開

催
、
２
０
２
０
年
３
月
、
廃
止
の
方
針

を
ま
と
め
た
報
告
書
を
作
成
し
ま
し
た
。

廃
止
検
討
の
理
由
と
し
て
報
告
書
で

は
、
①
公
共
施
設
管
理
の
基
本
方
針
が
統

廃
合
や
省
コ
ス
ト
化
で
、
野
外
セ
ン
タ
ー

は
44
年
度
ま
で
の
修
繕
・
更
新
費
用
に

２
億
円
弱
（
14
年
度
試
算
）
か
か
る
こ

と
、
②
設
置
か
ら
25
年
が
経
ち
、
児
童
生

徒
の
生
活
環
境
の
変
化
に
よ
り
、
現
在

の
野
外
セ
ン
タ
ー
で
は
有
意
義
な
活
動

が
行
え
な
い
な
ど
で
す
。

し
か
し
、
報
告
書
で
は
、
コ
ス
ト
削

減
の
視
点
が
中
心
で
、
こ
れ
ま
で
の
教

育
的
効
果
や
野
外
活
動
の
必
要
性
な
ど

教
育
面
か
ら
の
具
体
的
な
検
証
が
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。
教
育
施
設
を
コ
ス
ト
削

減
あ
り
き
で
検
討
す
る
の
は
問
題
で
す
。

野
外
セ
ン
タ
ー
開
設
の
目
的
は
「
自

然
環
境
の
中
に
お
け
る
共
同
生
活
を
通

じ
た
青
少
年
等
の
心
身
の
健
全
な
発
達
」

で
す
。
ま
た
、
学
校
が
毎
年
、
キ
ャ
ン

プ
地
を
安
定
的
に
保
障
で
き
、
教
員
の

負
担
が
軽
減
す
る
こ
と
で
し
た
。

今
回
の
検
討
委
員
会
で
、
校
長
会
か

ら
は
野
外
セ
ン
タ
ー
の
利
用
の
メ
リ
ッ

ト
と
し
て
「
市
の
施
設
の
た
め
利
用
し

た
い
時
に
利
用
可
能
」
「
何
年
も
利
用

し
て
い
る
の
で
学
校
に
ノ
ウ
ハ
ウ
が
あ

る
」
と
意
見
を
表
明
。
一
方
で
、
県
内

の
施
設
（
旭
高
原
な
ど
）
を
利
用
し
た

場
合
は
、
「
移
動
時
間
が
短
縮
さ
れ
、

児
童
生
徒
に
何
か
あ
っ
た
場
合
、
保
護

者
の
迎
え
が
容
易
」
と
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
他
の
施
設
を
利
用
し
た
場

合
の
問
題
点
は
、
①
利
用
料
が
必
要
と
な

り
、
保
護
者
の
負
担
増
が
懸
念
さ
れ
る
。

②
夏
季
に
約
２
０
０
０
人
の
児
童
生
徒
が

利
用
す
る
施
設
を
毎
年
確
保
す
る
こ
と

は
非
常
に
困
難
、
か
つ
教
員
の
負
担
も

増
え
る
。
③
野
外

セ
ン
タ
ー
と
違
い
、

医
療
機
関
が
遠
く
、

け
が
等
の
場
合
に

緊
急
対
応
が
困
難

で
す
。

日
本
共
産
党
は
知
立
市
議
団
と
伊
那

市
議
団
と
合
同
で
７
月
31
日
、
現
地
を

視
察
、
管
理
運
営
事
業
者
と
意
見
交
換

し
ま
し
た
。
備
品
管
理
や
施
設
の
新
型

コ
ロ
ナ
対
応
も
し
っ
か
り
行
わ
れ
、
地

元
の
高
校
生
の
吹
奏
楽
部
の
練
習
や
、

市
民
の
琴
教
室
、
プ
ロ
バ
レ
ー
団
の
合

宿
な
ど
に
も
利
用
さ
れ
好
評
と
の
こ
と
。

同
席
し
た
伊
那
市
の
ベ
テ
ラ
ン
議
員
は

「
と
て
も
立
派
な
施
設
で
、
管
理
も
し
っ

か
り
さ
れ
て
い
る
。
知
立
市
民
も
施
設

の
良
さ
を
知
れ
ば
利
用
が
増
え
る
の
で

は
。
伊
那
市
で
も
大
い
に
利
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
。
築
25
年
で
廃
止
の
話

で
は
も
っ
た
い
な
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

知
立
市
は
廃
止
あ
り
き
で
は
な
く
、

新
た
な
活
用
方
法
を
研
究
す
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

知
立
市
野
外
セ
ン
タ
ー
は
１
９
９
５
年
4
月
に
長
野
県
伊
那
市
に
開
設
、
以

来
、
小
学
５
年
生
の
山
の
学
習
、
中
学
２
年
生
の
林
間
学
校
で
の
活
用
を
中
心

に
、
市
民
等
の
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
で
利
用
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
知
立
市
は
２
０

２
０
年
５
月
19
日
、
市
議
会
各
派
代
表
者
会
議
に
「
財
政
状
況
を
踏
ま
え
た
結

果
」
と
野
外
セ
ン
タ
ー
廃
止
方
針
を
示
し
、
21
年
3
月
議
会
に
廃
止
条
例
を
提

案
し
た
い
と
報
告
、
そ
の
後
、
庁
内
検
討
委
員
会
の
報
告
書
を
議
会
へ
配
布
し

ま
し
た
。
７
月
31
日
、
日
本
共
産
党
知
立
市
議
団
の
牛
野
北
斗
議
員
は
野
外
セ

ン
タ
ー
を
視
察
、
施
設
管
理
・
利
用
状
況
を
現
地
調
査
し
ま
し
た
。

｢

自
然
の
中
で
の
共
同
生
活
体
験｣

が
教
育
目
的

日
本
共
産
党
市
議
団
が
管
理
状
況
を
現
地
調
査
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お 問 合 せ は
各 議 員 ま で

庁
内
に
検
討
委
員
会
を
設
置

コ
ス
ト
削
減
あ
り
き
で
問
題

どうなる

野外センター

試
験
的
に
県
内
施
設
を
利
用

施
設
確
保
や
緊
急
対
応
が
困
難

伊
那
市
民
に
も
親
し
ま
れ
る

野
外
セ
ン
タ
ー
、
更
に
Ｐ
Ｒ
を

テント設営地

ケビン棟

管理棟ホール
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新型コロナから市民の命を守れ

市は県にＰＣＲ検査拡充を要求すべきと提案
各 派

代表者会議

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
が
広
が
り
、

名
古
屋
市
で
は
連
日
、
１
０
０
人
を
越

え
る
感
染
者
を
記
録
、
そ
の
他
自
治
体

で
も
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
は
代
表
者
会
議
で
、

「
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
が
広
が
る
な
か
、

愛
知
県
は
軽
度
者
等
の
療
養
施
設
と
し

て
、
愛
知
健
康
プ
ラ
ザ
（
東
浦
町
）
に

64
室
確
保
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
名

古
屋
駅
近
く
に
ホ
テ
ル
を
借
り
る
と
し

て
い
る
が
、
多
く
は
自
宅
療
養
と
な
っ

て
い
る
。
知
立
市
で
も
軽
度
者
が
自
宅

療
養
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
感
染

者
の
拡
大
防
止
す
る
た
め
、
買
物
等
の

支
援
を
行
う
べ
き
」
と
提
案
し
ま
し
た
。

保
険
健
康
部
長
は
、
「
市
長
か
ら
の

発
案
が
あ
り
、
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
を

開
始
し
た
い
」
「
希
望
（
申
請
）
す
る

人
か
ら
申
出
を
受
け
、
買
物
の
支
援
を

行
う
」
と
表
明
。
日
本
共
産
党
の
「
職

員
が
感
染
し
な
い
よ
う
」
と
の
求
め
に
、

部
長
は
「
先
進
市
に
学
び
、
万
全
の
対

策
を
講
じ
た
い
」
と
応
じ
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
は
、
「
名
古
屋
市
の
錦

三
丁
目
の
飲
食
店
（
ク
ラ
ブ
等
）
で
感

染
が
広
が
っ
て
い
る
。
知
立
市
の
感
染

者
の
感
染
経
路
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
な

い
が
、
こ
の
ま
ま
で
は
知
立
市
で
も
更

な
る
感
染
拡
大
が
懸
念
さ
れ
る
。
こ
れ

以
上
の
感
染
を
防
止
す
る
た
め
、
市
は

県
に
対
し
、
次
の
こ
と
を
要
求
す
べ
き

と
提
案
し
ま
し
た
。

◆
県
下
で
感
染
震
源
地
（
エ
ピ
セ
ン
タ
ー
）

が
発
生
し
た
場
合
、
速
や
か
に
事
業
所

に
勤
務
し
て
い
る
人
及
び
地
域
全
体
の

住
民
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
す
る
こ
と
。
◆

医
療
・
介
護
・
福
祉
施
設
、
保
育
園
・

教
育
な
ど
、
集
団
感
染
の
リ
ス
ク
が
高

い
施
設
に
勤
務
す
る
職
員
等
に
対
し
て

定
期
的
な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
実
施
す
る
こ

と
で
す
。

保
険
健
康
部
長
は
、
「
世
田
谷
区

（
東
京
）
の
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、

何
回
で
も
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
理
想
の
形
。

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が
沢
山
で
き
る
こ
と
は
必

要
な
こ
と
」
と
表
明
。
感
染
拡
大
を
抑

止
す
る
た
め
に
は
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
大

規
模
に
実
施
し
、
陽
性
者
を
隔
離
・
保

護
す
る
こ
と
で
す
。
感
染
拡
大
の
抑
止

な
く
し
て
経
済
・
社
会
活
動
の
両
立
は

あ
り
得
ま
せ
ん
。
市
は
県
に
対
し
て
、

強
力
に
働
き
か
け
る
べ
き
で
す
。

感
染
拡
大
抑
止
と
経
済
・
社
会
活
動

の
両
立
は
、
党
派
を
超
え
た
市
民
・
国

民
の
願
い
で
あ
り
、
日
本
共
産
党
は
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
拡
充
に
む
け
、
８
月
臨
時
会

で
国
・
県
へ
の
意
見
書
を
提
出
す
べ
き

と
考
え
ま
す
。
８
月
19
日
の
議
会
運
営

委
員
会
に
意
見
書
案
を
提
案
し
ま
す
。

自
宅
療
養
の
感
染
者
で
、
希
望

す
る
人
に
買
物
の
支
援
を
行
う

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者
が
全
国
的
に
広
が
る
な
か
、
愛
知
県

の
感
染
者
は
８
月
４
日
現
在
で
２
３
８
４
人
で
す
。
西
三
河
の
各
自
治
体

で
も
感
染
者
が
日
々
増
え
、
知
立
市
で
は
18
人
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
、

ど
こ
ま
で
増
え
る
の
か
多
く
の
市
民
が
不
安
を
募
ら
せ
て
い
ま
す
。
日
本

共
産
党
知
立
市
議
団
は
、
８
月
３
日
開
催
の
各
派
代
表
者
会
議
で
、
愛
知

県
に
対
し
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
拡
充
を
求
め
る
べ
き
と
提
案
し
ま
し
た
。
知

立
市
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
本
部
会
議
の
事
務
局
長
（
保
険
健
康
部
長
）

は
、
「
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が
沢
山
で
き
る
こ
と
が
必
要
」
と
表
明
し
ま
し
た
。

自
宅
療
養
の
感
染
者
へ
の
買
物
な
ど
の
支
援
を
す
べ
き

市
は
「
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
す
る
」
と
表
明

感
染
抑
止
と
経
済
活
動
両
立

に
大
規
模
な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
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◆毎週土曜日 午前10時～12時

◆場 所 日本共産党知立市委員会

（牛田町牛田境26－5）

◆お申し込みは、

日本共産党市議団まで。

◎生活相談も市議団まで

弁護 士 によ る

無 料 法律 相談

⇒

日本共産党

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
拡
充
に
む
け

市
議
会
は
意
見
書
の
提
出
を


